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論文内容の要旨
〔目的〕
卵巣における黄体の組織発生起源に関しては、古くから種々論議され、内芙膜説、頼粒膜説、両者
折衷説の三説があるが、まだ定説を見ない。
わが教室では、広瀬(1920) が内英膜説を支持して以来、安田、土井、岡野、小泉らによりこれが
支持されてきた。
今回は、マウス、ラット、家兎を用い、先人の所見を追試し、さらに、 H 3 - thymidine 投与による
autoradiography , colchicine投与による核分裂の状態を観察するとともに、一部微細構造的観察も加
えて再検討を試みた。
〔方法ならびに成績〕
実験 1 .幼若雌ラットにFSH， HCGを投与し、経時的に黄体化の状態を観察し、一方、同様の処置
を行ったラットに、 colchicine をラット体重 1 9 あたり 0.04聞を皮下に注入、頼粒膜、内英膜の核分裂
状態を観察した。その結果、黄体化初期においてはまず内英膜細胞の腫大増殖を見、次第に卵胞内腔
に向って突出増殖を開始する。この際頼粒膜細胞は、内面のものは剥離するが、全て消失する事はな
く、残存頼粒膜細胞の中ヘ、増殖してきた内英膜細胞が侵入していく像が見られる。
内英膜増殖進行に伴い、基底膜は破壊され、ついには頼粒膜細胞、内英膜細胞を区別しえなくなる。
そこで、基底膜がまだ明瞭に見られる卵胞を stageI，不明瞭となったものを stageI ，消失し認めな
くなった初期黄体を stage 困，として colchicine投与ラットにおいて内英膜、頼粒膜の核分裂を算出した。
その結果stage 1 では内英膜に11. 3%、頼粒膜に16.8%の値を得、頼粒膜に優勢で、あったが、 stage I 
では内英膜に4.66%、頼粒膜に4.72% と、ともに減少し、両者に差異はなかった o stage 田の初期黄
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体にも4.3%の核分裂を見た。
実験 2. 幼若マウスにFSH， HCGを投与、これに H 3ー thymidine20 0，μc を腹腔内に注入して、その卵
巣における標識細胞を、実験 I と同様に、 stage 1 、 stage II 、 stage 皿の卵胞について数えた。その結果、
stage 1 では内英膜に13.6%、頼粒膜に29.5%の標識細胞が見られ頼粒膜に優勢で、あるが、 stage II で
は内芙膜に12.7%、頼粒膜に6.2% と、逆に内英膜に優勢となった。 stage田の初期黄体には7.7%の値
を得た。
実験 3. 2. 3~3. Okgの雌家兎に、 HGC250単位静注、経時的にその卵巣を観察した。その結果、 16時
間後に排卵完了卵胞を見、この卵胞においては、頼粒膜の剥離著明であるが一部残存見られ、基底膜
は不明瞭となり、内英膜細胞が、残存頼粒膜細胞層に向って岬状に突出増殖してくる。
この時期の微細構造は、内芙膜細胞では滑面小胞体が指紋状を呈し、よく発達し、脂肪頼粒も見ら
れる。又頼粒膜細胞は滑面小胞体の増加傾向と、脂肪頼粒の存在も見られ変性する像とは思われなか
った。このように両者の微細構造は、 Flerk6の述べている。 steroid producing cellsの条件に近づ、い
ているものと考える。
〔総括〕
基底膜消失直前 (stageI )の卵胞において
1. colchicineの結果
ラっト卵巣において、核分裂細胞数は、頼粒膜、内芙膜ともにほゾ同数を示し、これは初期黄体(
stage I )の核分裂数に近似した D
2. H3-thymidine autoradiographyの結果
マウス卵巣では標識細胞数は、頼粒膜にくらべて内芙膜に優勢であったが両者ともに初期黄体標識
細胞数に近い値を示した。
3. 電顕的観察結果
実兎卵巣において、基底膜消失直前の内英膜、頼粒膜両層の細胞は、いずれも Flerk6の述べている
steroid producing cellsの条件を備えてきた。
以上の結果、ラット、マウス、家兎(蓄歯動物)における人工黄体は、大部分は内英膜細胞由来で
はあるが、頼粒膜細胞由来の組織も、その一成分をなすものと思われる。
論文の審査結果の要旨
黄体細胞の組織起源に関しては、古くから、内英膜由来説、頼粒膜由来説及び両者折衷説にわかれ
ているが、未だ定説を見ない。
著者はこの問題につき、マウス、ラット、家兎を用いHCG による人工黄体について、Hに thymidine
colchicine，電子顕微鏡等の方法により再検討を試みた。その結果、これら人工黄体の組織起源は、内
英膜細胞が主体となるが、頼粒膜細胞もその一成分をなすとの結論に至った。
これらの方法を用いての黄体起源に関する研究は皆無に等しく、新しい試みと思われ、学位を授与
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するに価するものと認める。
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